
                    

随時監査の結果に関する報告について 

 

第 1 監査の趣旨 

県の機関における財務に関する事務の執行について、不適正な事務処理の未然防

止及び内部けん制機能の強化の観点から、定期監査とは別に、事前通告を行わない

抜き打ちの手法を用いて監査を実施した。 

 

第２ 監査の概要 

１ 監査実施機関及び監査実施年月日 

予備監査（事務局職員による実地監査） 

① 畜産研究所（養豚・養鶏研究部）   平成 30年６月 22日（金） 

② 可児警察署               〃 

③ 森林整備課（東濃桧採種園）     平成 30年９月 26日（水） 

④ 中津川工業高等学校           〃 

   ⑤ 水産研究所（下呂支所）       平成 30年 11月 15日（木） 

⑥ 飛驒特別支援学校（高山日赤分校）  平成 30年 12月 11日（火） 

 

本監査（監査委員による書面監査） 

 平成 31年 1月 28日（月） 

 

２ 監査対象年度 

  平成 30年度 

 

３ 監査対象事項 

・現金の取扱い 

・拾得金、拾得物の管理  

・生産物の出納管理 

・毒劇物の出納管理 

    

第３ 監査の結果 

   上記６機関において、指摘及び指導する事項はなかった。 

 

 


